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づ
き
、
史
実
を

浮
き
彫
り
に
す
る
史
書
の
編
纂
で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
科
学
的
な
真
蟄
な
追
求
の
中
か
ら
の
み
生
れ
る
も
の
で
す
。
こ

と
に
わ
が
町
史
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
お
い
て
は

一
度
も
そ
の
経
験
も
な
く
、
今
度
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
編

に
納
め
ら
れ
る
内
容
は
、
主
と
し
て
明
治
以
降
の
資
料
で
、

一
見
時
代
が
新
ら
し
く
、
且
つ
資
料
も
比
較
的
多
く
保
存
さ

れ
て
い
る
が
如
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
期
間
は
国
の
内
外
共
に
、
政
治

・
経
済

・
文
化
の
激
動
期
で
あ
り
、
と
く
に
第
二
次
世

界
大
戦
後

の
社
会
情
勢
は
、
新
旧
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
価
値
観
の
相
違
か
ら
貴
重
な
資
料
の
損
壊
或
は
散
逸
な
ど
も
あ
り
、

こ
れ
が
収

集

.
整
理

.
捗
外
な
ど
に
当
ら
れ
た
町
史
編
纂
室
、
更
に
は
他
に
勤
務
を
も
ち
乍
ら
執
筆
な
ど
に
当
ら
れ
た
専
門
委
員
の
方
々
の
並

々
な
ら
ぬ
御
努
力
に
対
し
ま
し
て
、
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
心
か
ら
な
る
感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
編
纂
事
業
に
絶
大
な
御
協
力
、
御
援
助
下
さ

っ
た
方
々
に
深
甚
な
感
謝
を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
こ
の
町
史
が
多
く
の
方
々
に
愛
読
さ
れ
、
町
発
展
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
大
き
く
役
立
つ
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
し
て

ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

昭

和

五
十

三

年

九

月
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凡

例

一
、
こ
の
巻
は
、

「矢
吹
町
史
」
第
3
巻

資
料
編
H
で
あ
る
。
第
四
編
近
世
、
8
交
通
、
9
寺
社
、
10
文
化

(第
2
巻
資
料
編
1

に
紙
頁

の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
部
分
)
と
第
五
編
近
代
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

二
、
第
五
編
近
代
は
、
戊
辰
戦
争
を
経
て
の
明
治
初
年
か
ら
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
前
後
ま
で
と
し
た
。

三
、
第
五
編
近
代
は
、
「政
治
」
「産
業

・
経
済
」
「教
育

・
文
化
」
「社
会
生
活
」
の
大
項
目
に
分
け
、
さ
ら
に
、
中

・
小
項
に
分
け
た
。

四
、
第
五
編
近
代
は
、
本
巻

の
紙
頁
の
関
係
で
や
む
な
く
、
「政
治
」

「
産
業

・
経
済
」
ま
で
と
し

「教
育

・
文
化
」

「社
会
生
活
」

は
、
第
4
巻
、
資
料
編
皿
に
集
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

五
、
第
4
巻
、
資
料
編
皿
は
、
第
五
編
近
代

「
教
育

・
文
化
」

「社
会
生
活
」

と
第
六
編
現
代
の
資
料
を

一
括
し
て
集
録

し
続
刊
す

る
。

六
、
編
集

に
当

っ
て
各
編
と
も
次
の
通
り
と
し
た
。

ω

資
料
の
採
録
は
、
原
則
と
し
て
原
本
に
よ
る
も
の
と
し
た
が
、

一
部

「
福
島
県
史
」
「福
島
県
教
育
史
」
「
国
見
町
史
」
な
ど

か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
が
あ
る
。

②

個
別
解
説
は
、
紙
頁
の
都
合
で
困
難
と
な

っ
た
の
で
、
最
低
必
要
部
分
に
と
ど
め
、
前
後
の
関
係
な
ど
読
者
に
不
明
な
部
分

な
ど

に
つ
い
て
は
注
を
付
し
た
。

㈹

各
編
ご
と
に
、
各
資
料
に
通
し
番
号
と
標
題
を
付
し
た
。
表
紙
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
標
題
の
あ
と
に
次
の
よ
う
に
記

し
た
。

(表
紙
)

「

」



ω

各
資
料
の
末
尾
に
は
、
所
蔵
者
名
、
出
典
な
ど
を

〔

〕
内
に
記
し
、
綴
簿
冊
刊
行
本
の
場
合
は

「

」
の
内
に
そ
の
名
称

を
記
し
た
。

⑤

変

遷

・
統
計
な
ど
数
種
の
原
資
料
か
ら
編
者
が

一
覧
表
な
ど
に
ま
と
め
た
も
の
は
、
そ
の
出
典
な
ど
末
尾
に
明
記
し
た
。

⑥

各
編
ご
と
末
尾
に
解
説
を
付
し
た
が
、
第
四
編
の
8
交
通
、
9
寺
社
、
10
文
化
の
項
に
つ
い
て
は
、
第
2
巻
資
料
編
1
の
第

四
編
解
説
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
資
料
編
1
を
参
照
さ
れ
た
い
。

七
、
資
料

の
集
録
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
て
つ
と
め
て
原
資
料
に
そ
う
よ
う
に
し
た
。

ω

異
字

・
異
体
は
、
原
則
と
し
て
正
字
に
改
め
、
当
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
よ

っ
た
。

②

文
意
の
通
じ
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
誤
字
、
当
て
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
右
側
に

(
マ
マ
)
と
付
し
、
疑
問
の
箇
所
に
は

(
カ
)
を
付
し
た
。

③

欠
損
箇
所
で
判
読
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
口
あ
る
い
は
[

]
を
も

っ
て
示
し
、
原
資
料
の

一
部
を
欠
く
も
の
に
つ

い
て
は
、
(前
欠
)
・
(
後
欠
)
・
(
欠
)
と
記
し
た
。

ω

紙
頁
の
都
合
で
関
係
の
薄
い
部
分
を
省
略
し
た
場
合
は

(略
)
と
記
し
た
。

⑤

印
章
は
、
角
印
圃
、
丸
印
は
㊥
と
し
文
字
に
か
か
る
印
章
は
圃
、
判
読
で
き
る
印
章
で
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は

圃
と

し

(

)
の
内
に
印
文
を
記
し
た
。

(

)

⑥

原
資
料
に
な
く
、
編
者
が
記
入
し
た
、
注
、
付
記
な
ど
に
は

(

)

〔

〕
を
付
し
、
原
資
料
と
区
別
し
た
。

八
、
本
巻
発
行
に
あ
た
り
、
資
料
所
蔵
者
及
び
資
料
調
査
協
力
者

の
方

々
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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